
　　平成２７年１月６日（火）午後２時　玉名市役所  ４階  会議室
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番  東　  令佐 ２番　取本　一則 ３番　清田　順次 ４番　西川　英文

５番　井上　清晴 ６番　鶴田　克士 ７番　永田　知博 ８番　松本　恒幸

９番　荒木ひろ子 10番　坂本　誠二 11番　竹下　宏介 12番　坂西　孝之

13番　本田多美子 14番　森川　正志 15番　丸山　近信 16番  田辺　信之

17番　鍬本　勝利 18番　荒木まつ子 19番　大野　金生 20番　福田　友明

21番  田上  　一 22番　小路　修三 23番  德井　勝美 24番　田上　  均

26番　小島　昌文 27番　植田　勇一 28番　植田　英男 29番　三川　  了

30番　田上　輝行 31番　米野　旨雄 32番　松本　哲海 33番　生田三之利

34番  堀田　昌子 35番　谷川　文武 36番  岩永　幹生 37番　池本　信秋

38番　小田　　募

25番　杉本　征子

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０ 名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　宮田　辰也 次長　二階堂　正一郎

係長　上村　健也 参事　西山　美和 主査　田川　由香 主任　中根　剛

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０ 名

議　題

第　１号 農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第　２号 農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第　３号 農地の転用許可申請について（４条許可分）

第　４号 農地の転用許可申請について（５条許可分）

第　５号 農用地利用集積計画の決定について

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。

平成２７年第１回玉名市農業委員会総会議事録



報　告

第　１号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第　２号 農地の形状変更届について

第　３号 許可不要転用届について

第　４号 許可申請書の取下げについて
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１．開 会 

○事務局長（宮田辰也君） それでは、総会のほうに移りたいと思います。現在の出席

委員さんは、３８名のうち杉本委員さんが欠席ということで、３７名の御出席をい

ただいております。 

 玉名市農業委員会会議規則第６条の規定によりまして、会議は成立しております。 

ただいまから、平成２７年度第１回玉名市農業委員会総会を開催いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（宮田辰也君） 会長より挨拶をいただき、引き続き会議規則第４条により

議長をお願いし、進行をしていただきますので、よろしくお願いします。 

○会長（東 令佐君） 皆さん、明けましておめでとうございます。新しい年を迎え、

合併して１０年という節目にあたりまして、昨日、新庁舎の開庁式がございました。

そして本日、６日に農業委員会が開かれることは、生涯記憶に残ることだと思って

おります。皆さんと一緒に喜びたいと思います。 

 それでは、早速ですが議事に入りたいと思います。 

 本日の議案は、第１号より第５号までの７８件と、報告第１号から報告第４号ま

での１８件が提案されています。慎重なる審議、よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○会長（東 令佐君） 本日の議事録の署名委員は、３０番、田上委員と３１番、米野

委員にお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（東 令佐君） それでは、議事に入ります。 

 議第１号、農地法第３条、農地の所有権移転許可申請についてを議題といたしま

す。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第１号、農地の所有権移転許可申請について。農地法

第３条第１項の規定による下記農地の所有権移転許可申請について許可するもの

とする。平成２７年１月６日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、熊本市と大浜町の申請人で、申請物件、大浜町４３５１－２、畑５６５

㎡外２筆、計の２,２８６㎡、従弟への贈与であります。 

 ２番、伊倉北方と宮原の申請人で、申請物件、伊倉北方２８３２－５、畑１１６

㎡、相手方の要望と経営拡張による売買でございます。 
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 ３番、中と石貫の申請人で、申請物件、石貫１０９６、田１,２５４㎡外３筆、

計３,０４７㎡、夫の姪への贈与であります。 

 ４番、岱明町の申請人で、申請物件、岱明町上３６３、畑８３２㎡、これは５番

との交換であります。 

 ５番、岱明町の申請人で、申請物件、岱明町上９１０、畑２８６㎡、これと宅地

１１８.８５㎡と合わせた交換でございます 

 ６番、石貫と岱明町の申請人で、申請物件、滑石２３６９、田９８９㎡外１筆、

計の２,００３㎡、農業廃止と経営拡張による売買でございます。 

 ７番、荒尾市と岱明町の申請人で、申請物件、岱明町大野下４７７、田４４６㎡

外２筆、計の１,４７２㎡、従弟への贈与であります。 

 次のページをお願いします。 

 ８番、岱明町の申請人で、申請物件、岱明町浜田７７６－２、田４７４㎡外２筆、

計の２,４６０㎡、労働力不足と経営拡張による売買でございます。 

 ９番、岱明町と長洲町の申請人で、申請物件、岱明町扇崎１３５４、田８３０㎡

外２筆、計の２,５４６㎡、労働力不足と経営拡張による売買でございます。 

 １０番、熊本市と横島町の申請人で、申請物件、岱明町下前原１３６、田１,０

４３㎡、妹への贈与となっております。 

 １１番、田崎と天水町の申請人で、申請物件、天水町小天６２４７－１、畑５０

５㎡、弟への贈与であります。 

 １２番、伊倉北方と天水町の申請人で、申請物件、伊倉北方４２５、田１,１０

０㎡、労働力不足と経営拡張による売買でございます。 

 １３番、天水町の申請人で、申請物件、天水町小天６００１、畑１,４７４㎡、

労働力不足と経営拡張による売買でございます。 

 以上１３件、合計の２１,２５８㎡を御提案申し上げます。農地法第３条第２項

の各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後の全ての農地を利用す

ること、機械、労働力、技術、地域との関係などをみても問題ないこと、下限面積

要件も超えていることから、許可要件の全て満たしているものと判断しましたので、

御提案申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より担当委員の説明をお願

いいたします。 

 １番、どうぞ。 

○１０番（坂本誠二君） １０番、坂本です。１番の案件について説明いたします。 

 申請人の譲渡人、譲受人は親戚関係であります。現在、熊本のほうに譲渡人は住

んでおられ、高齢に伴い耕作不便という状況になってきて、この段階で従弟への贈
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与という運びになりました。下限面積も十分満たされております。許可相当と判断

いたします。以上、よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 次、２番、どうぞ。 

○１２番（坂西孝之君） １２番、坂西です。ここに書いてありますとおり相手方の要

望と経営拡張ということで、何ら問題はなく許可相当かと思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、３番、どうぞ。 

○２番（取本一則君） ２番、取本でございます。譲渡人と譲受人は親戚関係でござい

まして、譲渡人の旦那様が亡くなられた関係で、耕作ができないということでの姪

への贈与でございます。この姪の方は５４歳で女ということでございますけど、旦

那さんを養子でもらっておられまして、お父さんあたりと一緒になって農地を管理、

耕作をされております。異議ないとの判断でございます。よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 次、４番と５番は委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○１９番（大野金生君） ４番の案件を説明いたします。１９番、大野です。 

 畑８３２㎡と５番の畑２８６㎡を、お互いの利便性の向上によって交換するもの

でありますけども、２８６㎡のほうには、宅地１１８.８５㎡と合わせて等価交換

するものです。これは農業委員会、農業委員のあっせんによって協議成立をしてお

ります。許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、６番と７番も委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○２１番（田上 一君） ２１番、田上です。譲渡人は農業廃止、譲受人は認定農業者

で、経営を拡張したいということなので、何も心配はないと思います。許可相当と

判断しました。 

 ６番は、従弟への贈与で、譲受人は４人の家族で頑張っておられるので、何も心

配はないと判断しました。よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 次、８番、どうぞ。 

○２２番（小路修三君） ２２番、小路です。これは労力不足と経営拡張ということで

あって、何も別に問題ないと思います。許可相当と思います。 

○議長（東 令佐君） はい、次、９番、どうぞ。 

○２３番（德井勝美君） はい、２３番、德井です。これも譲渡人は労力不足、譲受人

は経営拡張ということで、何ら問題はありませんので、よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） はい、次、１０番、どうぞ。 

○２４番（田上 均君） １０番について説明します田上です。両申請人は兄弟という

ことで、姉から妹への贈与ということです。妹のほうは認定農家でもあり、何ら問

題なく許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） はい、次、１１番と１２番も委員さんが同じですので、続けて
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どうぞ。 

○３５番（谷川文武君） ３５番、谷川です。１１番の件は、譲渡人、譲受人は御兄弟

ということでありまして、お兄さんのほうは病気がちで御高齢ということで、弟さ

んへの贈与ということであります。何ら問題はないものと考えられます。 

 また、１２番の件は、譲渡人は労力不足、譲受人の方は施設を経営しておられま

して、そこの方々の労力を使って経営を拡張してバリバリやってございます。何ら

問題はないものと終われます。以上です。 

○議長（東 令佐君） はい、次、１３番、どうぞ。 

○３７番（池本信秋君） ３７番、池本です。１３番の案件について説明いたします。 

 譲渡人は労力不足で、譲受人は経営拡張です。何ら問題はございません。許可相

当と判断します。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので、採決に移ります。 

 農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、原案のどおり決定すること

に異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第１号については、許可することに

決定しました。 

 次に、議第２号、農地法第３条、農地第３条、農地の使用貸借権設定許可申請に

ついてを議題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第２号、農地の使用貸借権設定許可申請について。農地

法第３条第１項の規定による下記農地の使用貸借権設定許可申請について許可する

ものとする。平成２７年１月６日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、大浜町の申請人で、申請物件、大浜町５３３５の表の契約でございます。

畑９,９８７㎡、農業者年金受給により、平成２７年１月６日より１０年間の契約

でございます。 

 ２番、和水町の申請人で、申請物件、上小田７３９、田１,１７３㎡外２筆、計

６,０２５㎡、農業者年金受給により、平成２７年１月６日より１０年の契約でご

ざいます。 

 ３番、横島町の申請人で、申請物件、横島町共栄５３７（表）の契約でございま

す。畑６,７６９㎡、農業者年金受給により、平成２７年１月６日より１８年間の
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契約でございます。 

 ４番、横島町の申請人で、申請物件、横島町５２９０、これも表の契約でござい

ます。畑２０,１９３㎡、農業者年金受給により、平成２７年１月６日より１４年

間の契約でございます。 

 以上４件、合計４２,９７４㎡を御提案申し上げます。 

 農地法第３条第２項の各号の禁止規定に照らし、申請内容を審査しました。取得

後の全ての農地の利用をすること、機械、労働力、技術、地域との関係などをみて

も問題ないこと、下限面積も超えていることから、許可要件の全て満たしているも

のと判断しましたので御提案申し上げました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番より順次担当委員の説明をお願いいたします。１番、どうぞ。 

○９番（荒木ひろ子君） ９番、荒木です。１番の案件について説明いたします。 

 申請人は親子で、農業者年金受給のための使用貸借権で、下限面積も満たされて

いますので、許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） ２番、どうぞ。 

○１６番（田辺信之君） １６番の田辺です。２番の案件について説明します。 

 農業者年金受給ということで、これは再設定ということであります。下限面積も

満たされていますので、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、３番、４番は委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○３０番（田上輝行君） ３０番、田上です。３番、４番一緒ですので、一括して報告

いたします。 

 この２人とも親子でございまして、息子さんもバリバリ農業をやっておられます

ので、何ら問題なく許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので、採決に移ります。 

 農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請について、原案どおり決定するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第２号については、許可することに

決定しました。 

 次に、議第３号、農地法第４条、農地の転用許可申請についてを議題といたしま

す。 
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 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第３号、農地の転用許可申請について。農地法第４条第

１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成

２７年１月６日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、申請物件、松木２７－１、田４７８㎡外２筆、計１,３１８㎡、分譲住宅

３区画の転用でございます。 

 ２番、申請物件、岱明町庄山６３４－１、畑５,０５５㎡、貸資材置場、太陽光

資材の置場としての転用でございます。 

 ３番、申請物件、天水町小天９２７７－５、田５７㎡、通路としての転用でござ

います。 

 以上３件、合計６,４３０㎡を御提案申し上げます。申請内容を農地転用許可基

準全ての項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不都合がないもの

と判断しましたので、御提案申し上げます。 

 地元委員さん同行のうえ現地調査を行なっておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号、１番より担当委員の説明をお願いいたします。１番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） はい、３番、清田です。１番の案件について御説明申し上げま

す。 

 現地はですね、松木の区画整理された一画というふうなところで、東と北と西が

ともに市道に面してるというふうなことでございます。市道より１段低いため、埋

め立て造成後、３区画の分譲住宅の申請というふうなことで、そこには上下水道、

排水等も何ら問題はなく、許可相当です。以上です。 

○議長（東 令佐君） はい、次、２番、どうぞ。 

○１９番（大野金生君） ２番の案件について説明します。 

 これはですね、資材置場として転用するもので、場所はナフコの西側ですね、現

在ドラッグストアのコスモスが正面にあります。申請人は会社員でして、典型的な

転勤族であります。転勤族のためにですね、もともとこの土地は１０年前から耕作

放棄で、かなり雑木とか竹、そこらが生えていました畑地でございまして、現在は

一応整地はしてあります。 

 この土地は付加価値もなくてですね、毎年これだけの土地の税金その他管理費等

で申請人の生活にかなりネックとなっておりました。そこで転用後に賃貸の資材置

場にしたいとの思いで申請に至った状況です。少なくとも税金ぐらいは何とかなら

んかというような思いで申請されております。 
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 申請理由としまして、国道に面しており交通の便利がよく、資材置場には適正と

思います。それから、事業の目的としまして、資材置場とするもので、ソーラー発

電所の計画が、玉名・荒尾・山鹿地区にあり、そのために資材の置く場所を現在の

現場の搬入に都合の良い中心部材木置場を計画しました。常時２メガ分ですね、資

材を置く計画だそうです。北のほうは福岡県、南は鹿児島までここを起点に配送す

る予定だそうです。第１種農地ではありますが、住宅その他、申請に係る土地の周

辺の地域において、有する者の日常生活又は業務上必要な施設で、集落と接続して

設置するものです。給水計画、これは現状のまま利用するということで、給水計画

はありません。雨水処理は、今までどおり地面放流とします。生活雑排水も出ませ

ん。地元区長さんより、排水承諾書ももらってあります。 

 以上のようにですね、現地調査の結果、許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（東 令佐君） はい、次、３番、どうぞ。 

○３４番（堀田昌子君） ３４番、堀田です。３番の案件について説明します。 

 申請地は、県道と宅地をつなぐ申請人にとって必要な通路です。造成の必要はな

いので土砂の流出等はありません。通路ですので雨水の処理のみですが、ここは北

側と南側に水路があります。ここの雨水は南側の水路に流れますので、問題はない

と思います。現地調査の結果、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。はい、どうぞ。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。農地法第４条、農地の転用

許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定することに異議のない方は挙手

をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第３号については、許可相当と意見

決定することに決定しました。 

 次に、議第４号、農地法第５条、農地の転用許可申請についてを議題といたしま

す。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第４号、農地の転用許可申請について。農地法第５条第

１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成

２７年１月６日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、申請物件、立願寺３４３－１、畑４４８㎡、個人住宅としての転用でござ

います。 
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 ２番、申請物件、立願寺８８８－５、畑３３２.９８㎡、これも個人住宅として

の転用でございます。 

 ３番、申請物件、松木４０－６、田２９９㎡、これも個人住宅としての転用でご

ざいます。 

 次のページをお願いします。 

 ４番、申請物件、築地２０２４－５、田８.０１㎡外２筆、計３３０.０１㎡、こ

れも個人住宅としての転用でございます。 

 ５番、申請物件、伊倉北方９２７、畑８９９㎡外２筆、計２,１３０㎡、太陽光

発電施設１４１.５ｋｗの建設による転用でございます。 

 ６番、岱明町庄山７３１－３、畑３８３㎡、貸資材置場の転用でございます。 

 ７番、申請物件、岱明町浜田１３７－４、畑２３３㎡、個人住宅としての転用で

ございます。 

 ８番、岱明町下沖洲３０１－４、畑１９１㎡外２筆、計４６７㎡、これも個人住

宅としての転用でございます。 

 ９番、申請物件、岱明町扇崎２６－１、畑３８０㎡、これも個人住宅の転用でご

ざいます。 

 １０番、申請物件、天水町部田見２０４０－３、田６３６㎡、個人住宅及び通路

としての転用でございます。 

 １１番、申請物件、天水町部田見２０４０－５、田１６㎡、宅地拡張による転用

でございます。 

 次のページをお願いします。 

 １２番、申請物件、天水町竹崎４４７－３、畑４９７㎡、個人住宅としての転用

でございます。 

 以上１２件、合計６,１５１.９９㎡を御提案申し上げます。 

 申請内容を農地転用許可基準全ての事項ごとに適合するか否か審査しました結果、

いずれも不都合がないものと判断しましたので、御提案申し上げます。地元委員さ

んの同行のうえ、現地調査を行なっておりますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番より担当委員の説明をお願いいたします。 

 １番から３番まで委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○３番（清田順次君） ３番、清田です。１番の案件について御説明申し上げます。 

 貸人と借人は親子というふうなことでございます。当該物件にですね、個人住宅

の木造の平屋の建築というふうなことでございます。隣接した北側に里道があると
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いうふうなことで、そこに給配水管ともにあるというふうなことでございます。雨

水はですね、敷地の西側の道路側溝に流すというふうなことですし、問題はないと

いうところでございます。また、隣接地の農地はですね、１段ちょっと高くなって

るというふうなことで、なんだ問題はないというふうなことで、許可相当でござい

ます。 

 ２番はですね、都市計画道路の立願寺線の道の北側に位置しとるという形で、そ

こに木造の２階建て、個人住宅のための申請というふうなことです。南西の１段高

いところに農地があるというふうなことで、南側は１段低い農地というふうなこと

でございます。転用にあたって、近隣の農地に被害が発生しないようにするという

ふうなことでございます。北側にですね、位置指定道路があるというふうなことで、

そこに給配水、雨水等は接続をするというふうなことでございます。何ら現地調査

の結果ですね、問題はないというふうなことでございます。 

 ３番についてはですね、松木地区のですね、住宅基盤整備された１６ｍの市道の

北側というふうなところに位置しておるというふうなことで、そこに個人住宅を建

てるというふうなことです。その北側にはですね、上下水道も完備をしてるという

ふうなことであります。何ら問題ないというふうなことで、隣接地にいくらか農地

がありますが、ここは譲渡人の農地ですので、問題はないというふうなことで、許

可相当でございます。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、４番、どうぞ。 

○４番（西川英文君） ４番の西川です。４番の案件につきまして説明いたします。 

 現地は築山小学校のすぐ目の前で、住宅地の中にある農地です。これは親子の関

係でございまして、何ら親子関係、問題はないと思います。市道に面しておりまし

て、上下水をそれに埋設されたり、それに接続するということでございます。それ

から雨水は集合枡を使って側溝に流す。現地調査の結果、何ら問題なく許可相当と

判断いたしました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、５番、どうぞ。 

○１２番（坂西孝之君） １２番、坂西です。太陽光発電設置でございまして、道路を

挟んで住宅はありますけども、影響をおよぼすことはないと思われます。なお、雨

水は自然浸透で、石垣には水抜きがありますので、これも問題もなく許可相当かと

思われます。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、６番、どうぞ。 

○１９番（大野金生君） ６番の案件について説明します。１９番、大野です。 

 これは議第３号の２番と関連しておりまして、第３号の２番はですね、これは自

分の土地をというところでありまして、ここは譲渡人の土地を購入して、資材置場
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として転用するものです。 

 ここはですね、先ほどの利用目的はないですけども、資材置場にしてはかなり大

きな面積ということで、どういうものを置くかということを参考のために言っとき

ますけども、１メガ当たり大体１,０００㎡ぐらい必要だということでですね、太

陽光のモジュール、それからフレーム、がだい、脚基礎、フェンス等を置く場所だ

そうです。現地調査の結果、許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、７番、どうぞ。 

○２２番（小路修三君） ２２番、小路です。この物件はですね、南側に市道が通ると

こに上下水道が通っておりまして、この東と北側に小さいみかん畑があるというと

ころでございます。西側には宅地で家が建っておりますので、別に平地であります

し、土砂流出も何も見つからないということでございまして、雑排水は上下水道を

使って、給水は上水道ということで、別に問題はないと思います。許可相当と思い

ます。 

○議長（東 令佐君） はい、次、８番、９番は委員さんが同じですので、続けてどう

ぞ。 

○２３番（德井勝美君） はい、２３番、德井です。８番の案件について説明します。 

 申請人は、申請地に個人住宅１棟を建築されます。生活排水は市の公共下水を利

用されて、雨水については浸透枡を設け、処理できなかった雨水については、道路

側溝に流す計画となっております。被害はないと思われ、現地調査の結果、本件は

許可相当と判断します。 

 ９番の案件について説明します。 

 申請人は、申請地に個人住宅１棟を建築します。生活排水は公共下水道を利用さ

れ、雨水については浸透枡を設けて処理、できなかった雨水は道路側溝に流す計画

となっております。被害等はないと思われ、現地調査の結果、本件は許可相当と判

断いたします。よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 次、１０番、１１番も委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○３１番（米野旨雄君） ３１番、米野です。１０番の案件について説明いたします。 

 使用借人と使用貸人は親子関係です。借人は現在大津町の会社の近くにアパート

暮らしをしておられます。将来実家のある天水町に専用住宅を建設したうえ、今後

両親の面倒をみるのに一番良いと考え、父親の土地に家を建てる計画です。両親が

住む家も近くですので、便利はいいとのことです。南側に進入路がありまして、こ

の進入路の幅が１３６㎡あります。宅地住宅面積は５００㎡で計画して、測量と分

筆を行なうそうです。給配水計画はボーリングを利用するそうです。雑排水は集落

排水に流すそうです。雨水は雨水枡を利用して側溝に流すそうです。被害防除計画
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といたしまして、土砂の流出はないそうです。近隣の農地への被害等もないものと

思われ、現地調査の結果、許可相当と思われます。 

 １１番の案件について説明いたします。 

 これは１０番の案件の隣同士です。犬走りの拡張のため、譲渡人と譲受人は兄弟

の間柄です。土地は無償提供だそうです。雨水は自然浸透だそうです。ほかに周辺

の宅地への被害はないものと思われます。ほかは現在家が建っていますので、現在、

給配水も必要ありません。あと雑排水もこれは集落排水に流されています。雨水は

水路に流すそうです。現地調査の結果、何ら問題はないと思われます。よろしくお

願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 次、1２番、どうぞ。 

○３３番（生田三之利君） ３３番、生田です。１２番の案件について説明いたします。 

 まず、家族状況ですけども、９人家族ということで非常に手狭になったというこ

とで、無理を生じているということで本件を申請しましたということであります。

申請地は自宅の斜め向かい側に位置して、５０ｍもないところであります。現在は

みかん畑で、でこぽんハウスもまだ建っております。そのままの状態であります。

給配水は集中井戸より摂取し、排水は集落排水へ接続するということであります。

雨水は宅内浸透枡を設置して処理をする。敷地の周囲にはブロック塀を設置し、隣

接などに影響がないように配置をということであります。現地調査の結果、特に問

題なく、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので、採決に移ります。農地法第５条、農地の転

用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定することに異議のない方は挙

手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第４号については、許可相当と意見

決定することに決定しました。 

 次に、議第５号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第５号、農用地利用集積計画の決定について。農業経

営基盤強化促進法第１８条第１項により、平成２７年農用地利用集積計画（案）

による利用権の設定等について、次のとおり意見決定するものとする。平成２７

年１月６日、玉名市農業委員会会長、東令佐。 
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 別紙、農用地利用集積計画案のとおり、玉名市長より意見決定を求められてお

ります。１３ページから１９ページまでの４６件の集積であります。 

 １９ページをお願いします。所有権移転３件、４,７６６㎡、利用権設定４３件、

１５６,６７６㎡、合計の４６件、１６１,４４０㎡の集積でございます。 

 農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たすものと考え、御提案

申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

 はい、どうぞ。 

○１１番（竹下宏介君） １５番の新規で小作料が７０,０００円てなってまして、こ

れは米・麦・大豆ぐらいでは７０,０００円なあんまり高すぎる思います。何か施

設園芸とかなんとかですかね。 

○議長（東 令佐君） 事務局、どうぞ。 

○事務局長（宮田辰也君） 施設園芸のミニトマトだそうです。 

○１１番（竹下宏介君） はい、わかりました。 

○議長（東 令佐君） ほかにございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。 

 農用地利用集積計画の決定について、原案どおり意見決定することに異議のない

方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第５号については、原案どお

り意見決定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（東 令佐君） 次に、報告第１号から報告第４号を一括して事務局より説明を

求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 報告第１号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書につい

て。農地法第１８条第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した

旨の通知を受理しましたので報告いたします。平成２７年１月６日提出、玉名市農

業委員会会長、東令佐。 

 今回は１４件の解約を受理しております。 

 ２４ページをお願いします。 

 報告第２号、農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありました
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ので報告いたします。平成２７年１月６日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 今回は、１件の届けを受理しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 報告第３号、許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を受理し

ましたので報告します。平成２７年１月６日提出、玉名市農業委員会会長、東令

佐。 

 今回は、１件の届けを受理しております。 

 報告第４号、許可申請書の取下げについて。下記の物件は許可申請後に取下げ

の届けがあったもので報告いたします。平成２７年１月６日提出、玉名市農業委

員会会長、東令佐。 

 今回は２件の取下げを受理しております。以上でございます。 

○議長（東 令佐君） 事務局より一括して報告がありました。質問などございません

か。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので、本日予定していました議案審議と報告を終

わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．その他 

○議長（東 令佐君） その他に移ります。その他、何かございませんか。 

（なしの声） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

７．閉 会 

○議長（東 令佐君） ないようですので、本日は慎重なる審議ありがとうございまし

た。 

 これをもちまして農業委員会総会を閉会いたします。 

 どうもありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後２時５０分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

平成２７年１月６日 

 

 

 

 玉名市農業委員会会長    東  令佐 

 

 

 

 農 業 委 員       田上 輝行 

 

 

 

 農 業 委 員       米野 旨雄 


